
平成２７年度　事務事業マネジメントシート

Ⅰ　事務事業の目的・内容

Ⅱ　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

Ⅲ　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善　＜※主管課長記入＞

⑴　事務事業についての評価及び今後の方向性

⑵　事務事業の業務改善について
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消防救急無線デジタル化県域共同整備事業

２節　生活の豊かさを実感できる流山（生活環境の整備） 主管課 消防防災課

会計 小事大事

01

目項

09 01 03 04 56

対象

消防救急無線デジタル化に伴い県域一体整備を実施し、県下31消防本部の一括共同事務処理
団体の千葉県市町村組合に負担金として支払うもの。なお消防本部車両の車載移動局及び携
帯移動局並びに消防団用無線機の保守及び維持管理を図るもの。

平成19年3月に「千葉県消防救急無線広域化、共同化及び消防指令業務共同運用計画」が策
定されたことにより、消防救急デジタル無線を平成23年に予算化、平成24年に整備、平成25
年度から、運用を開始したもの。

無線基地局、移動・携帯無線機及び消防団用無線機の消防
救急無線デジタルの維持管理を図るもの。

主管課長片瀬　章博自然災害・都市災害への備えと予防

名　　称 平成2５年度 平成2６年度 平成2７年度

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

無線基地局、移動・携帯
無線機及び消防団用無線
機

意図
事業
目的

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

平成2６年度

5,108,533 6,869,177

0.30

7,390,681

5,108,533 6,869,177 7,390,681

目的に対する現状（客観的事実・データ
に基づく現在の状況や取組状況）

12,095,533 8,942,177 9,649,681

平成24年度に整備完了、平成25年度4月
から運用開始。平成2５年度 平成2７年度

6,987,000 2,073,000 2,259,000

1.00 0.30

個別評価 必要性

今後の必要性

市関与の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

平成24年度に整備完了し、同年度からデジタル無線の
運用を開始している。

Ａ　必要性が高まる
と考えられる

Ａ　市が担うべき

有効性 Ａ　達成できた

Ａ　対象者は適切である

Ａ　削減の余地はない

総合評価 Ⅱ　継　　　続　（事業を現状どおり継続すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

③取組の
課題

平成25年4月に運用開始したことから、
以後の円滑運用を図ること。

④今後の
改善計画

平成25年4月に運用開始したことから、
以後の円滑運用を図ること。

①今年度
(H27)の
改善計画

②今年度
(H27)に
実施した

取組

千葉県消防救急無線広域化、共同化及
び消防指令業務共同運用計画に基づき
整備ができた。

千葉県消防救急無線広域化、共同化及
び消防指令業務共同運用計画に基づ
き、適正に無線設備の整備をし、平成
２５年４月からの運用開始ができた。


